
情報モラル教育 喜多方市立第一中学校

キーワード：家庭でのルール作り、自己マネジメント

Ⅰ 研究について

１ 情報モラル教育に関しての学校課題

本校におけるメディア利用についての課題としては、家庭でのルール作りに関することがその

中心となっている。

これまでも保護者会や学校からの文書等を通して家庭でのルール作りやその見直しを呼びかけ

てはいるが、保護者と子どもが向き合ってルール作りを行っていないため、ルール無しで生活し

ているか、保護者がルールを一方的に押しつけている。そのため、子どもがルールを守ろうとす

る意識が低く、長時間使用による身体ヘの影響や、ゲーム依存ととれる症状もみられる。

また、これらを解消するために、生徒と保護者向けにメディアコントロールへの理解を深める

機会としての教育講座等を企画しても、保護者の参加者が少なく、理解を深めるには至っていな

い。

そこで、生徒・保護者のメディアに対する認識を把握するための実態調査を基に、自分事とし

て受け止めさせ、メディアの利用について、改善するための方法を模索していくことが必要であ

る。

２ 実践概要（授業実践，授業研究会等）

時 期 実 践 内 容

４月３０日 ・第１回ふくしま情報モラル協議会（出席：校長・穴澤）

５月 ・実践計画作成

６月 ・アンケートによる実態調査①（生徒・保護者）

・講師派遣依頼

７月 ２日 ・第２回ふくしま情報モラル協議会（出席：穴澤）

７月１１日 ・情報モラル講座（講師：教育のための科学研究所 目黒朋子 様）

１０月 ５日 ・授業実践（校内研修：会津大学 中村章人 様）

１１月 ４日 ・第３回ふくしま情報モラル協議会（出席：穴澤）

１１月 ８日 ・地区別研究協議会①

１２月１４日 ・授業実践（校内研修：会津大学 中村章人 様）

１月 ・アンケートによる実態調査②（生徒・保護者）

１月２７日 ・地区別研究協議会② 本校研究報告（オンライン）

２月 ４日 ・研究のまとめ

・第４回ふくしま情報モラル協議会（出席：穴澤）



Ⅱ 研究の実際について

１ 校内での実践

（１）第１回：メディア利用の約束について（令和３年１０月５日（火）５校時 学級活動）

家庭でのメディア利用について、ルールが無い

ままの生徒も多いため、そのレディネスをそろえ

る目的で学校が主導して家庭でのルール作りの機

会を設けた。

事前課題として、生徒自身からみたメディア利

用の課題と保護者からみた課題をワークシートに

記入させた。この段階から保護者にも関わっても

らうことで、家庭全体でのメディア利用に対する

意識の向上を図った。

授業では、前半にリモート（ ）で４GoogleMeet
学級同時にアンケート結果の解説と指導を行い、

後半で学級ごとにワークシートでのまとめを行っ

た。これにより、学級による指導内容の違いが起

こらないようにすることができた。

作成した約束は、家庭に持ち帰らせて保護者と

話し合ったうえで修正し、実行するように指導を

行った。

（２）第２回：メディア利用の自己マネジメントについて

（令和３年１２月１４日（火）５校時 学級活動）

第１回の授業で作成したルールの実行状況を基

に、より自律的な自己マネジメントの方法につい

て考える授業を行った。

第１回と同様に前半にリモート、後半に学級別

の活動を行った。前半の活動の中で、ルールを守

れないときのありがちな状況についてケーススタ

ディを行い、生活班での話し合い活動を行った。

話し合いの中では素直に現状を話す姿が見られる

とともに、より良い利用に向けて建設的な意見を

出し合う姿も見られた。

ワークシートには、これまでのルールの取り組

みを踏まえて、今後の「目指す姿」を考え、その

実現のための方策をまとめさせた。その際に、自

分で取り組むことのほかに、友人や家族など周囲

の協力についても考えることで、自己マネジメン

トの第一歩とさせた。



（３）指導過程

第１回 第２回

（４）事後研究会について

事後研究会では、研究授業を実施した学年だけ

ではなく全教員で取り組みを共有し、授業の内容

や、校内での課題を中心に協議を行った。

協議の中で、現在はメディアを利用しないで生

活していくことが難しい時代になっていることが

話題に上がり、メディア利用だけに留まらず、様

々な「～～しすぎ」によって削られている時間に

目を向けさせていく必要があるという意識を、全

教員で共有することができた。

また、２回の研究授業を通して、会津大学の中村章人先生に指導助言をいただいた。より良い

メディア利用の習慣をつけさせるためには、生徒の意識がリセットされる前に繰り返し取り上げ

て指導していくことが必要である、との御指導をいただいた。



Ⅲ 成果と課題について

１ 成果

○授業参観日に、教育のための科学研究所の目黒朋子先生に保護者・生徒向けに御講演いた

だき、情報モラルやメディアコントロールなどの情報教育全般にわたる啓発を行うことが

できた。

○授業研究会で行った授業において、事前の実態把握や事後の変容を確認する段階で、アン

ケート等で保護者にも関わってもらう機会を増やしたことで、関心を高める環境をつくる

ことができた。

○授業研究会を実施した学年では、より良いメディアの使い方を意識して実践する生徒が増

加した。

○２回の授業研究会について、会津大学の中村章人先生から継続して御指導をいただいたこ

とにより、生徒や学校の実態に即した助言をいただくことができた。

２ 課題

●成果で挙げた講演会の保護者参加率は全校の約 ％程度であり、保護者の興味・関心は25
まだ十分には高まっていない。不参加の理由として、仕事等の理由が多かったが、それに

次いで「以前に同じような内容の講演を聞いていた」を挙げていることから、講演等の内

容や周知の仕方について検討し、保護者の課題意識を高める働きかけが課題である。

●学校全体としては、学区内（小学校３校と本校）で設定した「メディア利用５つの約束」

、 、をきちんと守っている生徒は減少しているため 授業研究会を含めた校内での取り組みを

学区内で同一歩調で行っていく必要がある。


